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はじめに

本報告書は平成17年4月24日から同年5月3日までの10日間にわたってボリビア共和

国の下記プロジェクトに係るプロジェクト･ファインディング調査の結果を纏めたものである｡

･ボリビア共和国:ユンガス･デ･バンディオラ地区濯親閲発計画

調査は社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)から派遣された下吉己の調査具

により実施された｡

調 査 員: 西 元孝 太陽コンサルタンツ株式会社

桜井 正信 同上

今回の調査に当たってはコテヤバンパ県庁､在ボリビア大使館､ JICAボリビア事務所､個

別派辻専門家など多くの方々より多大な協力と助言を頂いた｡これらの方々に深く敬意を表

する次第である｡

平成17年 5月
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1.ボリビア国の概要

1.1自然概況

ボリビアは南アメリカ大陸のほぼ中央部に位置する内陸国で､ペルー､ブラジル､パラグアイ､

アルゼンチン､チリと国境を接している｡国内の西部はアンデス高地が南北に走り､標高6､ 000

m級の火山群がそびえている｡東部は500m前後の大平原地帯で､アマゾン川に向かって支流

が蛇行して流れている｡

緯度は南緯9o 38' - 22o 531
､経度は西経57o

60' - 69o 60'に位置し､国土面稚

は日本の約3倍に近い1､ 098､ 581km2である｡国土はその地形状況により､以下の3地域に大

別される｡

･アンデス高原地域(ArtipJano).･

国土の西北から南にかけて走るアンデス山脈地帯､およびその山脈間に広がる高原

台地(アルテイ･プラーノ)である｡標高は3. 500-6､ 000mにわたり､気候は寒冷で低

濯木ないし草木類が中心となる｡この地域にはリヤマ､アルパカなどラクダ科の動物の

生息･飼育地帯でもある｡

･渓谷地域(Valle):

アンデス山脈東部から東方低地にかけて急傾斜で下りていく渓谷地域であり､中部か

ら南部にかけてはバージェ､北部ではユンガスと呼ばれている｡急峻な傾斜が特徴的

なこの地域は､標高によって気候および生態系が異なり､温帯から熱帯へとめまぐるし

く景観が移り変わる植物相が豊かな地域である｡

･アマゾン平原地域(LJanos):

東方に広がる熱帯平原低地である｡北部はアマゾン源流部の熱帯雨林地帯､中部は

熱帯サバンナ草原地帯､そしてパラグアイ国境にかけての南部に広がる熱帯乾燥地域

と様相を異にしている｡この東部低地はボリビア国土の6割を占めるが､人口は3割弱

であり人口密度は低い｡

首都ラパスの気候は､月別気温は9.2oC(1月)､ 6.9oC(了月)で,年降雨1はおよそ670mmであ

る｡各地域の気象状況は以下の通りである｡

地域 アンデス高原地域 渓谷地域 アマゾン平原地域

項目(代表地点) (ELBELEN) (COCHABAMBA) (SANTACR∪Z)

棟高(m) 3,820 2,553 437

年平均気温(oC) 6.0 18.0 24.6

年平均降雨量(mm) 518 470 1,141

年平均蒸散土(mm) 1,068 1,596 1,388



ボリビア全土の等雨t強国および主な河川流域圏を以下に示す｡

チチカカ湖からポトシにかけてのアルテ

イブアーノ地域では北部で700mm南部で

は200mm程度である｡渓谷地帯はコチャ

バンJく.スクレ､サンタクルス南執こかけ

500- 1000mm程度の降雨がある｡

主な河川流域圏

流域界は大きく分けて､東部平原のア

マゾン河流蛾､チチカカ湖･ポオポ湖等に

流入するアンデス高原流域.およぴポト

シ･ダJハ地方のラ･プラタ河流域に大別さ

れる｡
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1.2社会･経済状況

(1)一般概況

ボリビアは2001年現在の総人口は852万人であり､住民構成はケチュア人 30%､アイマラ人

25%､先住民と白人の混血30%､白人15%となっている｡従って国の言語はスペイン語､ケチュ

ア語､アイマラ汚が公用語である｡総人口の内首都ラパスには約80万人が住んでおり,サンタク

ルスでは75万人､コチャバンパでは45万人と続いている｡国の宗教は95%がカトリック教徒であ

る｡

ボリビアの経済は､ 1989-1998年の10年間にGDPにおいては年率4.2%､一人当たりのGDP

では年率1.8%の成長を遂げ､ 1998年のGDPは8,419百万ドル､一人当たりGNPは1,000ドルであ

る｡この内､農業セクターにおけるGDPは年率2.7%にすぎず､ 1998年における同部門のシェア

ーは15.4%と年々減少傾向にあるo消費者物価指数においては､ 1991年以降鎮静傾向にあった

が､最近は緩やかな上昇傾向を示し､これを反映して対ドルレートも低下を続けている｡貿易収

支については､ 1990年以降完全な輸入超過となっており､ 1998年には655百万ドルの入超となっ

ている.対外給仕務残高についてもあまり改善の傾向は見られず, 1997年において5,244百万ド

ルであり､そのうち長期価務が4.570百万ドルと87%を占め､依然として国家財政は困難な状況

にある｡長期価務のうち二国間8t務は1
,420百万ドル､多国間価務は2,681百万ドルである｡

ボリビアの主要な経済指標の変化( 1996-2000年)は下表の通りである｡

指棲項目ロ年 1996 1997 1998 1999 2000

GDP(百万ドル) 7,404 7,967 8,419 8,265 8,281

1人当たりのGNP(ドル) 930 960 1,000 980 990

実質GDP成長率(%) 4.4 4,4 5.2 0.4 2.4

消費者物価上昇率(%) 12.4 4.7 7.7 2.2 4.6

都市部失業率(%) 3.8 4.4 6.1 8.0 7.5

絶対的貧困水準

(1日1ドル以下の人口比:%)

ll.3

(1990)

n.a. 29A 14.4 n.a.

輸出成長率(金額:%) 4.1
-3.7

7.4
-13.3

6.1

輸入成長率(金額:%) 7.9 13.3 19.3
-16.9

1.3

対外債務残高(対GDP比:%) 5.6 6.1 5.4 5.5 8.2

対外債務返済比率(DSR) 30.7 31.3 28.7 28.8 39.1

出典: UDAPE(ボリビア社会経済政策分析局)資料

(2)貧困の実態

2001年の世帯調査によれば､全人口の63.5%に相当する513万人が貧困状態､ 40.2%に相当

する324万人が極貧状態にある｡貧困層の人数は都市部と農村部が257万人と255万人とほぼ

同数だが､極貧層の人数は農村部が都市部の2倍に近い210万人に達している｡貧困率の全国
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平均を大きく上回る県lまチエキサカ県とポトシgtの2県である｡しかし.人放でみると両県の井田

書の合計､および穣井JPの合計は､ラ･J(ス県の箕田者敢及び極貧者&(=及ばない｡

なお､コチャバンパgkの郡毎の井田専政の状況は下記の通りである｡

表 コチャバンパ県の住居環境と箕困Jfの割合
単位:人

部名 Total 共同住宅 個人住宅
非‡ I.≡:千 ‡困u

人口 鶴 人口 鶴

yB全体 I,455,711 4I,624 I,414,087 636.267 45.0 777,820 55,0

Cez.cado 517,O24 17,559 499,465 330,529 66.2 168,936 33.8

NarcisoCampero 37,01l 1,065 35,946 5,547 l5.4 30.399 84.6

Åyopaya 60,959 57S 60,381 1.27l 2.1 59,110 97.9

EstebanATCe 31,997 819 31,178 7,486 24.0 23,692 76.0

ATani 24,○53 212 23,841 4,278 I7_9 19,563 82.1

Atque 23.464 302 23,]62 9B ○.4 23,064 9?.6

Capinota 25,582 421 25,161 6.575 2().i 18,586 73.9

Germ&nJordarI 3l,76も 667 31JOl )4,262 45.9 l6,839 54.1

Quillacollo 246,803 7,289 239.514 l49,236 62.3 90.278 37.7

Chapare 187,358 6,105 l81,253 72,629 40.I log,624 59.9

Tapacari 25,919 280 25,639 154 0.6 25,485 99.4

CaJTaSCO 1I6,205 4,215 111,990 15,403 13.B 96,587 86.2

Mizque 36,l8l 54l 35,640 I,983 5.6 33.657 94,4

Ptmata 47.735 475 47,260 2l,288 45.0 25,972 55.0

Bolivar 8,635 4l 8,594 14】 1.6 8,453 98.4

T叫uc 35,017 I.055 33,962 5,387 15.9 28,575 84.1

Fu8nte:CENSO 2001 (1NEIUDAPE)
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1.3農業状況

(1)農業の現況

ボリビアの農業は地勢及び気候によって地域的に多様性及び地域的発展段階がことなって

いるが､大きく分けてアンデス高原地域では自給的農業､渓谷地域では国内消兼地への果樹･

時好晶生産地であり､東部平原地域では輸出産品であるエ芸作物の生産地帯となっている｡同

国では就業人口349万人のうち44%が農業に従事しており(FAO統計2001年)主要産業の一つで

ある｡しかし､国民の主要な食稚であるジャガイモ､トウモロコシ､米の生産は､小規模な農家に

よる伝統的な農法で栽培されている事が多く､近代的技術や農業資材の利用が限られているた

め､農業生産性は低く､生産丑が国内需要を満たすに至っていない状況にあるo

｢ボ｣国における農業土地利用の内訳を見ると､トウモロコシやコメに代表される穀類と､大豆､

サトウキビや綿等のエ兼用作物の栽培のために､全農用地の83%が利用されている｡ 1994年

から2003年の10年間に約55万haの栽培農地が新たに開発されているが､その殆どがエ美的作

物の新規栽培に利用されており､そのうち大豆､砂糖およぴヒマワリの経営規模拡大に兼やさ

れたことになっている｡穀類においては､トウモロコシ(穀物分野に占める栽培面柵割合39%)､

小麦(16%)､コメ(20%)､大麦(12%)であり､エ業用作物においては大豆(エ兼用作物分野に

占める栽培面積割合73%)､ヒマワリ(14%)､サトウキビ(11%)となっており､トウモロコシと大

豆が大きな栽培品種といえる｡

穀類とエ業用作物に続く農産物としては塊根類(ジャガイモ､ユカ)であるが､栽培面稚でみれ

ば8.3%を占めるに過ぎない｡また､野菜類や果物類等があるが全国的規模から見れば数パー

セントを占めるに過ぎないが､最近5ケ年では需要の増に合わせて着実に増加している｡

栽培面稚が減少している作物としては､米､ソルゴ､小麦､綿等の伝統的作物であり､特に綿

の減少が際だっている｡この傾向としては商品価値の高い作物へと栽培形態が変化しているこ

とが伺える｡

｢ポ｣国の最近5ケ年( 1999-2003)の主な農産物の栽培面柵は次表の通りである｡

単位:ha

農産物名 1998/1999 19卵/2000 2000/2001 2001/2002 2002/2003 03/99(%)

穀物類 Arrozenchala 181,230 l56,312 146,108 129,884 141,175 77.9

Cebadaengrano 85,666 88,355 88,569 89,476 90,325 105.4

Maizengrano 263,633 277,281 282,591 296,452 283,009 107.3

Quinua 35,963 36,847 37,223 37,817 38,289 106.5

Sorgo 69,944 42,747 42,718 60,547 55,548 79.4

Trigo 172,892 119,538 113,916 l34,579 114,324 66.1

噂好晶 Care 24,273 24,404 24,691 24,845 25,020 loョ.I

果物 Banano 16,127 15,807 ー7,482 l7,691 18,362 l13.9

Platano 37,476 37,041 40,ー09 41,160 41,732 111.4

∨id 4,ー22 4,187 4,336 4,536 4,741 l15.0
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野菜類 AⅣeja 13,852 14,495 14,669 15,023 15,303 110.5

口aba 27,875 28,903 28,887 29,479 29,656 10(i.4

Tomate 7,244 7,385 7,710 8,249 8,556 118.I

工業用作物 Algodon 35,ュgo 4,533 9,407 2,530 3,329 9.4

Caaadeazucar 86,34l 86,689 94,176 103,175 105,705 122.4

Girasol lO1,500 130,000 l35,000 178,300 133,500 131.5

Mani ll,007 ll,182 10,940 l1,l94 ll,312 102.8

Soya 627,870 616,964 615,292 637,124 684,213 109.0

塊根類 Papa l27,002 125,404 l24,402 127,477 130,474 102.7

Yuca 33,616 34,559 34,570 35,214 35,547 105.7

牧草 Alfalfa 21,279 21,550 21,935 22,281 22,588 106.2

出典: Instituto Nacional de Estadistica 2004 INE

(2)地域毎の農業の特徴

1)アルテイプラーノと渓谷地域

この地域は､使役動物を使った農耕を中心とした伝統的な小規模農業が中心である｡澄渡は

耕作面積の8%で､一般に耕作地の周期的休作が行われ､肥料は有機肥料が使用されている｡

アルテイプラ-ノの農家1戸当たりの農地面稚は平均2ヘクタール以下で､主にジャガイモ､キヌ

ア､大麦､そら豆等の主食作物栽培とリヤマなどのラクダ科動物や羊の飼育が行われている｡そ

の生産物の大部分は自給用として消発し､残りの30%を地域市場(殆どが物々交換)と都市市

場に出荷されている｡

渓谷地域の1戸当たりの所有面積は2-3ヘクタールであり､濯概施設があれば年間を通じて

2回収穫出来る｡麦､トウモロコシ､麦類､園芸作物等が栽培されている｡伝統的小規模農業を

行っているところはアルテイプラーノと同様だが､近年園芸作物(果樹､野菜､花井)や養鶏にお

いて全国市場との結びつきが強くなってきている｡

2)湿潤熱帯

ペニー県の牧畜､サンタクルス県北部の機械化による大豆をはじめとする油糧作物､サトウキ

ビ栽培など輸出を前提とした企業的農業が行われている｡一方で､インフラ整備が遅れ､市場へ

のアクセスが悪い地域では未だ焼畑による自給農業が行われている｡この地方には内国移住

地チャパレ､アルトベニ､サン･フリアン,ヤパカニ等も含まれる｡特にチャバレイ地方では､コカ

の不法栽培撲滅とコカに代わる代替作物栽培開発が重要な政策となっている｡

3)チャコ地方

乾燥､高温な気候で植生【事潅木が主体であるo粗放的かつ伝統的な農業による自給農業が

主体であり､トウモロコシ､落花生､ユカ等の畑作物と肉牛が主要産物である｡タリハ県のチャコ

地方の統計によると,平均年降雨量は649mmで降雨日数は68日､年によって非常に不安定な

農業が強いられている地域である｡

なお､主な農産物の輸出･入の状況は次表の通りである｡
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表 主なA産物の抽出･入状況
輸入量:Mt

始入輸入額:1,000∪Sドル

1997年 1998年 1999年

品目名 輸入1 輸入額 輸入量 輸入額 輸入量 輸入額

大豆 36.999 10.390 31,921 1ー,797 161,900 60,000

穀物 196,884 46,657 194,42ー 49,359 136,44ー 4ー,726

小麦及び小麦粉 192,1ー9 44.405 187,503 47,069 129,548 39,600

牛乳及びクリーム 10.690 17.565 13.425 19,431 7.647 8,286

とうもろこし 3.620 1,511 6,264 1,626 6.264 1,626

りんご 9.078 2,118 14,243 2.444 ー4.000 1,600

牛肉 1,244 1,519 185 400 185 400

鶏肉 1 5 271 381 271 38ー

ぶどう 2,130 407 2,538 353 2,538 353

栄(精米換井) 909 415 275 165 275 165

鶏卵(殻付き) 85 210 16 55 20 150

ばれいしよ 7 1 350 147 350 147

豚肉 47 51 26 59 26 59

砂糖(粗糖換算) 40 16 108 51 108 51

綿花(リント) 28 1 198 316 20 40

なたね 166 136 264 196 40 30

大麦 0 0 0 1 0 1

トマト 148 17 6 1 6 1

たまねぎ 0 0 14 1 14 1

オレンジ 0 0 0 0 0 0

片出輸出額:1,000∪Sドル

1997年 1998年 1999年
品目名 輸出土 輸出額 輸出土 ｣j..;-.≡ 輸出量 輸出額

大豆 225,462 61,588 192,165 47,289 169.000 35,000

綿花(リント) 22,281 39,254 8.584 15,475 13,000 ー8,000

砂糖(粗糖換算) 70,442 22,054 72,335 23,569 17,070 6.600

穀物 9.024 3,425 6,811 3,389 19,179 5.250

とうもろこし 4,954 632 1,332 143 13,700 2.000

牛乳及びクリーム 447 792 697 1,660 754 1,449

鶏肉 2,77ー 3,132 2,835 3,029 1,100 1,000

小麦及び小麦粉 2,01ー 539 2,589 832 2,585 830

牛肉 78 157 423 981 334 706

栄(滞米換算) 15 2 1,350 470 1,350 470

鶏卵(殻付き) 214 164 771 494 950 450

ぱれいしよ 0 0 5 2 5 2

たまねぎ 0 0 22 1 22 1

トマト 5 1 5 1 10 0

大麦 0 0 0 0 0 0

オレンジ 0 0 0 0 0 0

豚肉 0 0 0 0 0 0

資料: FAO｢FAOSTAT｣

注: 1米については､もみは全て精米換算されている｡玄米で報告されているものは､精米換算されていな
2 小麦粉は､全て小麦の数値に変換されている｡
3 オレンジには､タンジェリン及びクレメンタインを含む｡

4 牛乳及びクリームは､漉縮乳､れん乳､粉乳及び生乳である｡

5 鶏卵(殻付き)は､鶏以外の家きんの卵を含む｡
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(3)コテヤバンパ県の農業の概況

コチャバンパ県はボリビアのほぼ中央に位狂し､北西から南東に向かって延びるアンデス山

脈(CORDILLERA ORIENTAL)から東部アマゾン平原に至る移行部にあり､渓谷地帯(バージェ)

となっている｡県都であるコチャバンパ市周辺は15,000haの農地があるが､小規模な酪農農家

が多く､トウモロコシ､アルファルファ等飼料作物が多く栽培されている｡このあたりの降雨量は

年間500mm程度であるため､濯親しないと作物栽培ができないため､あちこちで古くから濯親水

路が建設されている｡その中でも､特にアンゴスッーラ湖を水源としたアンゴスッーラNo.1潅概シ

ステムは受益区域約6,000haを有する､ボリビアで最大の国営濯激辛業として約50年間に建設さ

れたもので､バージェ･セントラルの濯概農業に大きく貢献している｡

また､この地域は雨が少ないため高原野菜の適地であり､タアネギ･ニンジンを始め､西洋野

菜の栽培面稚が増加の傾向にある. 1990年には日本の無償資金協力にてこの地域に｢野菜種

子増殖センター｣が建設され､約1 5年が経過した現在でも農牧省種子局が実施機関となり､優良

種子生産が行われている｡

チャバンパ県の最近5ケ年の主な作物の栽培状況は下表の通りである｡

コチャバンパ県の主な作物の栽培面稚(1995-1 999)

単位:ha
作物名 1994/95

千
1995/96 1996/97 1997/98 1998/99

②
増加率(%)
②/価

オオムキ●(Cebadag｢a∩o 9,785 10,125 10,500 10,000 lO,179 104

トウモロコシ(Maizgrano) 32,245 34,425 35,000 34,000 33,790 105

キヌア(Quinua) 200 210 235 233 240 120

小麦(Trigo) 19,086 20,291 23,600 21,391 22,128 1I6

桃(Durazno) 2,430 2,450 2,500 2,510 2,530 104

7●ト●ウ(∨id) 110 109 120 129 140 127

ニンニク(Ajo) 140 160 167 150 160 114

工ント●ウ豆(AⅣ由) 3,445 3,400 3,500 3,256 3,725 108

そら豆(Haba) 4,000 4,300 4,500 4,310 4,310 108

インケ●ン豆(Frijol) 200 210 220 200 220 110

チヨク口(MaizChoclo) 5,700 5,770 5,800 5,900 5,800 102

タマネキ'(Cebo"a) 2,100 2,120 2,150 2,130 2,160 103

トマト(Tomate) 425 439 450 465 470 EE]
落花生(Mani) 700 810 820 800 810 116

ゾヤ力●イモ(Papa) 22,200 23,075 23,400 23,301 20,721 93

アルファルファ(A一falfa) 5,850 5,831 6,300 6,310 6,310 108

キヤヘ●ツ(Cebadaberza) 3,100 3,100 3,200 3,000 3,010 97

計(Totatpa｢cial) 111,716 116,825 122,462 118,085 116,703

Fuente: Elaboracion propia en base a Departamento de lnformacion y Estadistjcas.

UPCS-MAGDR(Julio 2000)

*注:上記以外の作物としては､野菜類(レタス､ニンゾン等)､飼料作物､果樹､花井等が栽培されており､

それらを含めると全体で約1 45,000-1 50,000 haで作物が栽培されている｡
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1.4 濯概の現況

ボリビア国の濯概地域は､全国の年間栽培面稚約1 80万haの約12,5%にあたる226千haに過ぎ

ず､主にアルテイプラーノ及び渓谷地帯に存在する｡

この中で､公共手業として整備された濯概区域は23.800ha(1 1 %)で､その他は民間ベースの

濯概農地202,200ha(89%)である｡濯漉に利用されている水源としては､地表水(河川水)が殆ど

であるが､約9.000ha(4%)は地下水(井戸水)利用の濯漉が行われている｡圃場レベルでの濯親

方法は極一部の撒水濯親(約300ha)を除けば､殆どが畝聞かんがいで行われている｡

なお､濯概地区の現状(地区数､濯満面稚､受益農家数等)は以下の通りである｡

Tipo 地区数* 濯満面稚(ha) 受益農家数

マイクロ濯概 4,349 97,166 133,478

濯概 375 129,397 84,497

Total 4,724 226,563 217,975

*受益面gF2ha以下の地区は含まない

ボリビアにおける濯概農業に関する問題点を整理すれば下表の通りである｡

濯概農業の主な問題点(Prob]emasen[aagrjculturabajoriego)

農業生産 ･降雨の不安定による農業生産性及び生産暮の低下

･干ばつによる農業生産性及び牧畜生産への損害

･農業生産物(果物､野菜類､穀物､乳製品)の輸入

･土壌の耕うん､無差別な伐採等における技能不足

･運搬用農道の不足

社会的問題 ･貧困及び食料供給の不安定

･水利権をめぐる争い及び口論

技術的問題 ･調査設計の箕が低い(悪い)

･エ事施エの貢が悪いことに由来する監理不足

･土エ事に用いる土の寛が悪い○

･インフラ施設の維持管理が悪い○

･堆砂の搬出には多くの維持管理労力を引き起こす

･(ま場レベルでの濯親水の不適切な使い方(濯概効率が低い)o

･潅概に関する公共事業が十分な結果を出していない.

制度的問題 ･調査計画の作成に関して情報不足○

･実施機関である市に十分な技術者がいない○

･濯概に対する技術援助が不足しているo

融資､資金問題 ･濯概施設整備の実施が少ないo

･個人向けの融資資金が少ないo

･プロジェクト運営期間が長く､間接経費が高くついている○
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･傾斜地での土壌の浸食問題

･水質汚染問題

国営の濯概事業としては､ 1940年代にはメキシコの協力により国営濯親書菓として2地区(コ

チャバン/(･アンゴスッーラ濯概区No.1､及びオルーロ･タカグア漂浪区No.2)が実施整備され

た｡現在ではこの2地区は地方分権化政策により各県に移管されおり,実際の施設管理は水利

組合が実施している｡

これら濯概インフラの整備は農業生産性向上のためには不可欠な事業であり､現在BID(米州

開発銀行)とドイツが中心となってPRONAR(Programa Nacional de Riego:全国濯概プロジェク

ト)計画を推進している｡

農牧農村開発省では､国家開発計画(PLAN BOLIVIA)に基づいて.以下の全国濯概計画を

実施中であり､その開発目標値は以下の通りである｡

PLAN DE R肥GO BOLIVIA 2002-2007(ボリビア濯漉計画)

【開発目標値]

･濯概受益面積を100､ 000ha増加させる｡

･濯概プロジェクト整備に4億ドルを投入する｡

･国全体で1,500地区の濯概プロジェクトを実施する｡

･澄渡にアクセス出来る農家を80,000戸増やす｡
･

60,000人の農業雇用労働者を生み出す｡

･調査設計･エ手段階を通して87,000人の雇用(臨時)を生み出す｡

1.5 メサ新政権の開発職略

2002年8月に第2次サンチェス政権が成立した｡新政権は経済不況に対応すべく､また新たな

開発の方向を示すべく｢プラン･ボリビア｣を打ち出した｡

この｢プラン･ボリビア｣では､公共事業など緊急の雇用対策と並んで､農業･エ業分野での生

産性向上､競争力の強化などの中期政策が盛り込まれ､社会開発政策とともに生産性向上･競

争力強化を重点とする開発戦略を実施する意向を明確に示している｡

具体的には､

①公共投資を通じた､道路や基礎サービスインフラ､家庭用ガス､潅概､農村電化の整備

②民間企業活動や投資の促進(小規模生産者を含む)

③エコ･ツーリズムや環境保全活動の促進

④天然ガス･石油分野における産業化政策の策定

⑤農業生産性向上とアグロ･インダストリーの強化

⑥教育･保健
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⑦住宅整備

⑧汚職防止

などを課題としている｡

改定EBRP(Estrategia Bolivjana de Reduccion de la Pobreza:ボリビア版PRSP)の目標及び

アプローチとしては､以下の10項目が挙げられている｡

①貧困者比率を3分の1削減

② 生産連鎖l=基づく経済活動の拡大(広範なべ-スを有する成長)

③ 輸出増大

④ 直接･間接の雇用創出

⑤初等教育完全普及

⑥乳幼児死亡率及び妊娠･出産時死亡率の低減

⑦安全な水と基礎衛生へのアクセスの拡大

⑧男女格差の縮小

⑨行政改革

⑱他民族･多文化の視点

1.6 農業政策と開発の優先課題

2001年6月の拡大H[PCの適用､ 7月の国民対話法成立により､ EBRPが1999年に策定された

国家農牧農村開発計画に取って代わった｡ EBRPの中で農業･農村の政策として下表の事項が

掲げられている｡ 2002年8月の政権交代後も､サンチェス新政権はEBRP政策の継乗を表明して

いる｡

表 EBRPの課題系図に見られる農業t農村開発テーマ

雇用と収入の機会拡大 農村開発振興

生産インフラ拡大(町村道､濯概､マイク

口濯i既､農村基本インフラ､農村電化､

農村通信)

農村土地登録整備

競争力強化(農牧食糧チェーン特定)

技術協力支援 農牧技術システム(S旧TA)

貧困層の安全と保護の拡

大

社会保護プログラム拡大 食糧確保

資産の法的安全確保 土地所有

水資源確保

貧困層の社会的統合参加

促進

市民の組織化.参加能力強化開発

先住民差別による不平等.障害の削減
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新政権は財政危機に陥る中､プラン･ボリビアとして短･中期政策を発表した｡農牧農村開発

省はこのプラン･ボリビアに基づき､ボリビア政府は現時点での農業分野の優先課題として次の

3項目を掲げている｡

① 短期的には､緊急雇用対策による国民の不満(失業)解消と農業.農村インフラ(農道､

濯概,農村電化･通信)の整備を図る｡特に､濯概は11万ヘクタールと具体的な数値

を掲げ､各ドナーに事業推進の協力を願っている.

② ｢ボ｣国にとって依然最大の問題となっている農村部の貧困対策として､土地所有と水

資源に関する法的安全の確保､農民の社会参加と先住民差別削減の促進､そして自

然資源の持続性ある利用と環境保全を図りつつ､農業収入と農外収入(雇用の多様

化)の拡大を図る｡なお､本課題は民族､不法コカ葉栽培､土地無し農民等との問題

とも関連し､｢ボ｣国に社会的不安定をもたらす最大の要因でもある｡

③ 農業生産性革新戦略(ETAPA)とエ実生産性革新戦略(ETPl)の再採用は､前政権か

ら引き継ぐ生産性向上と競争力強化をより一層重視する現政権の意思表示である｡

国家生産性･競争性システム(SBPC)が担当し,輸出を前提とした優先14品目を選定

したが､農民問題農牧省(MACA)は別途7品目(トウモロコシ､酪農､ニンニク､そら豆､

果樹､サトウキビ､米)を選定している｡

なお､第2次サンチェス政権は天然ガス輸出問題で国民の反対を受け2003年10月に退陣し､

新たにサンチェス政権の副大統領であったカルロス･メサ新政権が誕生した｡カルロス･メサ大統

領は10月19日､政治社会混乱による危機を克服し､国民融和を図るため謙会や軍部の支援を

待つつ､政党色のない15閣僚からなる新内閣を組閣した｡
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2,ユンガス･デ･Jiンディオラ地区潅親閲発計画

2.1計画の背景

ボリビアの総人口は852万人(2001年)であり､その内約40%に当たる340万人が主に農業

に従事し農村地域に住んでいる｡同国の農業分野は､ 2001年では国内総生産の約15.7%を占

めており､国家経済において重要な役割を担っている｡国内の農業生産は異常気象や慢性的な

生産資材の不足､旧態依然たる生産方式への依存､水源嘩設.濯概施設の老朽化による用水

不足等によって停滞又は低下傾向にある｡一方､政府は経済不況に対応すべく､ 2002年には

｢プラン･ボリビア｣を発表た｡このプランでは､公共事業など緊急の雇用対策と並んで､農業･エ

案分野での生産性向上､競争力の強化などの中期政策が盛り込まれ､社会開発政策とともに生

産性向上･競争力強化を重点とする開発戦略を実施する意向を明確に示した｡その中で､特に

農業部門においては生産性拡大､貧困削減､農村経済開発の推進､コカ栽培の撲滅を目指した

代替作物の推進等を重点施策としている｡

コチャバンパ県はこのような情勢の打開策として､貧困農民が多く住んでいるブナタ及びテイラ

ケ市を中心としたバージェアルトに位置するユンガス･デリ〈ンディオラ地区の農業生産を安定さ

せるため､新たな水源の確保及び濯概施設の改修整備を中心とした｢ユンガス･デIJくンディオラ

計画｣を策定した｡これにより受益区域約2,550ha(農家数5,000戸)の農地荒廃を防止し､通年栽

培を可能にすることにより､雇用の拡大及びコカ栽培への出稼ぎを防止できる｡また､野菜類の

新規作物の生産性増大が図れ､地域住民への波及効果が大きい等の理由により､日本の技術

協力及び資金協力に要諦したい意向を持っている｡

2.2地区の概要

(l)位iE及び気象

調査対象地域はコチャパンパ州テイラケ郡(Provincia)に位1Eし､西経65o 32'-65o 41'､南

緯17o 17'-17o 25'､標高は3,770m-4,047mのアンデス山地から渓谷に至る約2,550haの地域

である｡

濯概受益地域周辺の気候は半湿潤であり､年平均気温は11.8℃(2℃-25℃)､年平均降雨

量は506mmであり､雨季に当たる11月-3月には年降雨量の85%以上が降る｡また､ 4月-10月

は乾季に当たり残り15%程度しかない｡年平均相対湿度は糾%で､平均風速は6.6km/hr､年間

蒸発散圭は1
,524mmで大きく降雨量を上回る｡

(2)農業状況

調査地域は､零細な農家が多く､政府の栽培管理等の技術指導が行き届かない伝統的な作

物を粗放的に耕作している農家が殆どである｡栽培作物は､主にトウモロコシ､そら豆､ジャガイ

モ､麦類で､その他市場へのアクセスを持つ農家では野菜類(タマネギ,ニンジン等)も栽培され
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ている｡

ブナタ及びテイラケ地区の作物栽培状況は以下の通りである｡

項目
puNATA地域(ha) TⅠRAqUE地域(ha) 備考

SinProyecto ConProyecto SinProyecto ColーProyecto

I.栽培作物名 ha ha ha ba

Papatempora1 54 31 229 123

PapaMisbka 38 124 84

43

490

15

Cboclo 38 270

Maiz 556 65

Habatempora1 129 21 144 40

甘abaMishka 13 83 43 159

Cebolla 26 110 25 80

Alfalfa 75 206 14 130

Arveja 6 103 33

176

130

Zanaboria 14 118 130

Trigo 68 27 26

Cebada 89 14

1,172

234 34

Avena 39 28

Sub-Total 1,106 1,064 1,385

2.Tierrasdescanso

(休耕地)

66 321

Tota一 1,172 1,172 1,385 1,385

(3)濯概システム

ブナタ及びテイラケ地区の潅淑システムの現状は以下の通りである.

ブナタ地区では､地区全体面柵4,200ha(2,945組合員)の範囲で濯概システムを有しているが､

現在の水源量では年間760haしか濯瀧できない｡これを､ローテーションを行うことにより約2,100

haの濯概面積をカバーしているものの､濯概用水が届く面稚は地区全体面耕の50%にすぎな

い｡

テイラケ地区では､地区全体面稚2.800ha(l,385組合員)のうち､ l,164haに濯概システムが整

備されている｡現在の水源量では年間470haしか潅概できなず.これをローテーションを行うこと

により1,164haの濯概を実施している｡

現在のトトラ･コテヤ湖への自流域からの流入土は7.67百万m3/年であるが､本プロジェクトを

実施し近隣流域からの導水を図ることにより15.1百万m3/年の増加が見込まれ､流入土は22.77
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百万m3/年が見込まれる.これにより､濯概面相はブナタ地区では年間760haから1
,385ha増加し､

2,145haに､テイラケ地区は年間470haから1,1 72ha増加し1
,642haとなる｡

区分 ブナタ(ha) テイラケ(ha) 合計(ha)

①トトラ.コテヤ湖の掛りの地区全体面穣 4,200 2,800 7,000

②濯満水路整備面穣 4,200 1.164 5,364

③現況の濯満面耕 760 470 1,230

④ロ-チ-シ∃ンによる濯満面柵 2.100 1,164 3,264

⑤流域変更による濯激増加面稚 1,385 1,1了2 2,557

⑥本計画後の澄渡面稚(③+⑤) 2,145 1.642 3,787

2.3調査計画の概要

(1)目的

本計画の目的としては､以下に目標及び､中･長期目的に分けて示す0

①プロジェクト目標

･トトラーコテヤ貯水池への流入量を増加させるインフラ整備により､ブナタ及びテイラケ地

区の濯満面稚を増加させ､生産土及び生産性の向上を図る｡

②中･長期的目的

･この地方の貧困層を形成している農民の生活レベルの向上に責献する｡

(2)計画内容

バジェtアルトにあるブナタ及びテイラケ地域の農業活性化のために､ ･トトラ･コチャ貯水池へ

の水源量を増大させ､濯概システムの再構築を図るものである｡また､これにより､他地方(コチ

ャバンパ市､チャバレー地方等)へ出稼ぎを減少させ､農民の安定した生活レベルを確保する｡

なお､具体的なインフラ整備計画の内容は以下の通りである｡
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プロジェクト整備概要

プロジェクト名 ユンガス,チ.Jくンデイオラ地区濯満開発計画

(ユンガス.デりヾンデイオラ流域からトトラ.コチャダムヘ

の流域変更)

位置 コチャバンパ県､テイラケ市(那)

地理 西経65○32■-65○41ー､南緯17○17'-17○25■

棟高:3,770m-4,047m

流域変更による濯漉可能

面積

ブナタ1,385ha､及びテイラケ1,172haの全体2,557ha

トトラ.コテヤダムの現在

の濯満面構

ブナタ760ha､及びテイラケ470haの全体1,230ha

ターゲットグループ ブナタ52コム二ダ(3.200農家)及びテイラケ33コムニダ(1,8

00農家)

基礎事項 トトラ.コテヤダムの現在流入土:7.67百万mソ年

本計画流入量:22.77百万m3/年

トトラ.コテヤダムの貯水能力:22百万m3

プロジェクト目標 トトラ.コチャ貯水池ヘの流入土を増加させるインフラ整備に

より､ブナタ及びテイラケ地区の潅概面柵を増加させ､生雇主

及び生産性の向上を図る

整備目棟 トトラ.コチャダムヘの流入土を増加させる○隣接流域(チジ

ヤウアラ.マチョ.ユスコ､ユラ力力.ラグニージャス､ヤナ

チャン力､エスカニヤーダ)からの水源を以下のエ事によつて､

トトラ,コテヤダムへ導水する○

-アス-ル湖からアブラ.チ.パテヤコテヤまで23,160mの玉石

コンクリ-トによる導水路建設

-6カ所の渓流(アス-ルコチャ湖､チジャウアラ､マチョ.

ユスコ､ユラ力力.ラグニージャス､ヤナチヤン力､エス力

二ヤーダ)流入エの建設､及び30カ所の渓流横断エと小規

模渓読取水エの建設

-アス-ルコテヤ湖のコルトピコ堰(高さ5m)の建設

取入れ口0.7×0.7m､傾斜上流川:3V､下流川:5V

-エンカニヤーダ渓谷における40m及び50mの鉄筋コンクリート

管1,300mm暗渠エ建設

-アブラ.チ.パチャコチャの分水嶺において､最大高さ10m､

長さ320mのトンネルの建設

-パチャコテヤダムサイトにおいて､371m地点付近にて径1,300

nmの鉄筋コンクリート管2本の暗渠エの建設

16



-アブラ.チ.パチャコテヤからトトラコチャダムまで15,743m

の串水路の建設

-パチャコテヤからトトラコチャ間(10.274m)の土水路の建設

-水路建設及び維持管理のための車道幅員3.Omの管理道38kmの

建設

-その他付帯構造物

･急流エ2カ所､歩道橋及び車道橋

･水路橋3カ所､落差エ

･渓流横断エ20カ所

･検査用立て坑､井戸3カ所

･余水吐け､その他小橋造物

機関の状況 関係コム二ダ､テイラケ及びブナタ水利組合

実施の方法 混合

事業推進機関 コテヤバンパ州政府､ブナタ市､テイラケ市

ユンガス.デりヾンデイオ

ラからトトラ.コテヤダム

ヘの年間通水暮

ー5,1百万m3

エ事期間 24ケ月(2カ年)

エ事費 ll,171,062.94∪SS

内,コムニダ負担額 746,937.66∪SS

1戸当たりの投資額 2,234∪SS/戸(受益戸数5､000戸)

経済評価 B/C=1.10､VAN=256.884USS､TIR=12.45%

なお､次貢に計画一般平面図を示す｡
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2.4事業実施計画

本プロジェクトの暮任機関は､コテヤバンパ県澄渡部(Unidad de Riego, Prefectura deL Dep

a-rtamento)が担当する｡この濯渡部は県内の新規濯概計画を推進すると共に､本プロジェクト

のような既設濯概施設の維持管理･運営等の指導を行っている部局である｡

また､現地での実施機関は上流側にテイラケ地区水利組合､下流側にブナタ水利組合と2組

合があり､これらの水利組合が現有濯親施設の維持管理を行っている｡従って､本プロジェクト

の事業実施に当たっては､県濯概部と上記2水利組合で組織される｢ユンガス･デ･バンディオラ

地区濯概実施団体(仮称) ｣によって事業推進されることになる｡

2.5 総合所見

本計画は､上位計画である｢国家農牧農村開発政策｣に合致しているもので､コチャバンパ県

での開発優先度も高い｡また､本計画は受益農民に直接便益をもたらすばかりでなく､コテヤバ

ンパ県で社会問題になっている優良農地の荒廃､農村部の貧困対策､コカ栽培への出稼ぎ防

止等多大な波及効果が期待できる｡

なお､本計画は約10年前から調査に着手されており､現段階ではコテヤバンパ県によって､詳

細設計が完了しており､早期実施に向けてエ事資金調達を目指している状況である｡

このように.本プロジェクトはコテヤバンパ県の優良な農業地帯であるバジェ･アルトの農産物､

特に野菜の生産性を向上させるとともに､小農･貧農に側面的に協力できる計画であり､ボリビ

ア国の本計画に対する優先度も高く､第三国の援助がない状況下では､我が国が協力するに十

分な効果が有る案件であると思料する｡
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3. その他案件

(ムルムンタニ･カスピカンチャ地区濯満開発計画)

本計画は上記ユンガス･デ.パンディオラ地区に隣接している地区で､テイラケ市北方に位置し

ている｡地区内の濯概計画面稚約1,000ha､受益農家数は620戸(12コムニダ)で､アンデス丘陵

地に広がった貧困で零細農民が中心の農業地帯である｡

計画地区の概要は以下の通りである｡

プロジェクト名 ムルムンタニ.カスピカンチャ地区港概開発計画

位置 コチャバンバ県､テイラケ市郊外

地理 西経:65o11',南緯:18o14'､標高:3,300m

現在の港概面積 164ha(ムルムンタニ132ha及びカスピカチャ32ba)

ターゲットグループ 12コムニダ(615農家)､972haの濯概

プロジェクト目標 ムルムンタニおよびカスピカンチャ地区にて小規模ダムおよび

濯概システムを建設することによつて,同地域にある12コム

ニダの農業生産性の増大による生活レベル向上を図る○

ムルムンタニ地区整備計画 -堤高21mの貯水ダムの建設､貯水量は92万m3

-ダム附帯工として､取水施設､余水吐け､放流工等の設置

一席概水路建設

･幹線水路:18.83km

･支線水路:7.08km

カスピカンチャ地区整備計画 -堤高18.8mの貯水ダムの建設､貯水量は49万m3

-ダム附帯工として､取水施設､余水吐け,放流工等の設置

-濯概水路建設

･幹線水路:10.2km

･支線水路:10.9km

機関の状況 関係コムニダ､テイラケ水利組合

事業推進機関 コチャバンバ州政府､テイラケ市

工事期間 24ケ月(2カ年)

全体工事費 4,466,709.10USS

1戸当たりの投資額 6､473USS/戸(受益戸数615戸)

経済評価 VAN=1､423､846USS､TⅠR=21.34%
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2.調査団の構成

名前 所属

西元孝 太陽コンサルタンツ株式会社

桜井正信 同上

調査員の経歴

名: 西 元孝 (NISHIMOTOTAEA)

2)生 年 月 日

3)専 門 技術:

4)最 終 学 歴:

昭和37年6月6日(42歳)

農業土木 技術士(農業部門)

昭和62年3月 東京農工大学大学院農学研究科農業工学専攻

磨: 昭和62年4月 太陽コンサルタンツ入社

昭和62年4月-平成5年3月

平成5年4月-平成12年3月

平成12年4月-平成15年3月

平成15年4月-平成17年3月

6)主要業務経歴:

平成5年

平成5年

平成5年

札幌支社 技師

海外事業本部 主任技師

九州支社大分事務所 主幹

海外事業本部 技術部長

ジンバブエ国オズ川左岸濯概開発計画事前調査(pF)

南部農地復旧計画調査(M/P, F/S)

ザンビア国ザンベジ川流域モング地域農村開発計画調査(M/P,

F/S)

平成7年 ガーナ国既存濯概施設改修計画調査(M/P, ど/S)

平成8年 ザンビア国モング地域農村開発計画(B/D, D/D)

平成9年 インドネシア国水資源開発研究所機材整備計画(D/D)

平成10年 インドネシア国東部濯親機材整備計画(2/2) (D/D)

平成11年 インドネシア国東部地域濯概施設整備計画(B/D)

平成11年 マレーシア国個別短期専門家

平成15年 ベトナム国ゲアン省ナムダン県農村生活環境改善計画(D/D)

平成15年 ベトナム国地球環境プラント活性化事業等フォローアップ調査

(JETRO)

平成16年 ギニア国ソンフォニア低地における濯概農業機械化及び水管理

計画調査(MノP)

平成16年 フィリピン国世界遺産の棚田保全を核とした地域活性化対策事

業(JBIC案件形成促進調査)

平成16年 エジプト国ポジションペーパー作成調査(案件形成)
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1)氏 名

2)生年月 日

3)専門技術

4)最終学歴

5)職 歴

桜井 正信 (SAKURAI MASANOBU)

昭和23年9月29日(56歳)

農業土木 技術士補

昭和46年3月 岐阜大学農学部農業工学科卒業

昭和46-平成元年:内外エンジニアリング(樵)本社技術部

平成2-平成7年: 〝 海外事業本部 技術次長

平成7-平成12年: 〝 海外事業本部 企画部長

平成12-平成17年: 〝 海外技術部 技術部

平成17年4月- :太陽コンサルタンツ(秩)嘱託

6)主要業務経歴:

昭和56年

昭和58年

昭和59年

昭和62年

昭和63年

平成元年

平成3-4年

平成5年

平成6年

平成7年

平成8年

平成9年

平成9年

平成10年

平成10年

平成11年

平成12年

平成13年

平成14年

平成14年

平成14年

平成15年

平成16年

平成16年

ハoラク寸アイ国イポア湖北西部農業開発計画(F/S)

エジプト国北ホサイニア南部農業開発計画(ど/S)

ペルー国チャンカイワラル谷潅概復旧計画(F/S)

ボリビア国コチャハ÷ンバ州野菜種子増殖計画(B/D)

同上計画実施設計(D/D)

ペルー国チャンカイワラル谷潅概復旧計画(B/D)

ペルー国チャンカイワラル谷潅概復旧計画(S/V)

コロンビア国傾斜地域農業モデルインフラ実施設計(D/D)

同上施工監理(短期専門家)

エル･サルウやァドル国サボティタン地区農村総合整備計画

基本設計調査及び実施設計調査

フィ1)ビン国インフ7ンタ地区天水農業環境整備計画(Bn))

コロンビア国傾斜地域農業開発､潅概施設短期専門家

ホンデュラス国権概排水技術開発計画実施設計調査

同上計画施工監理(短期専門家)

ボリビア国コチャハナンハ～種子増殖計画フォt]⊥ア〃o調査

ホンデュラス国権概排水技術開発計画終了時評価調査

スタ7)カ国テンビスケ川中流域農業総合開発計画(第1年次)

コス91)カ国テンtDスケ川中流域農業総合開発計画(第2年次)

コスタ.)カ国テンビスケ川中流域農業総合開発計画(DF/R説明)

ハ○ナマ国牛生産性向上計画終了時評価(評価分析)

エクアドル国シュラ南部地域生産活性化･貧困緩和計画(F/S)

ボリビア国ラパス県村落開発機材整備計画予備調査

ニカラグア優良種畜増殖普及計画第3次事前調査

エクアドル国シュラ南部地域生産活性化･貧困緩和計画(3年次)

26



3.調 査 日 程

日程表

日順 年月日 出発地 到着地 宿泊地 摘要

1

2005年

4/24(日) 成田

ラパス

コチヤ/l+ンハ

ラパス

ラパス

コチャハ'1ンハ

ラパス

マイアミ

成田

ラパス

コチャハ～ンハ

〟

出発,マイアミ経由

2

3

4

25(月)

26(火)

27(水)

ラパス着

AM:JⅠCA事務所挨拶

PM:日本大使館,専門家表敬

AM:移動(LB811)

PM:県庁,水利組合協議

現地調査

5 28(木) 〟 現地調査,資料収集

6

7

8

29(金)

30(土)

5/1(日)

ラパス

〟

マイアミ

AM:移動(LB810)

PM:JICA事務所表敬

資料収集

ラパス発,マイアミ経由

移動

9

10

2(月)

3(火)

マイアミ 機中 帰国
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4.面会者リスト

【ボリビア国側】

･ prefectura del Departamento de Cochabamba(コチャバンパ県)

Ing. JashirAmilkar M. Jefe Unidad de Riego Comunitario

･ programa Nacional de Riego (PRONAR :国家濯概プログラム)

Ing. ょorge G. Zambrana Seccion de Panificacion

lng. Carlos Rios D M. Asesor en Infraestructura

･ Asociacion de Usuarios de Sistema Nacional de Riego No. 1

‖La Angostura"(第1国家濯概システム･アンゴスッ-ラ水利組合)

Ing. Manuel Edgar Rocba Gerente

Vladimir R. De La Barra D. Presidente

Alfredo Rodriguez Rocha Tecnico
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5.収集資料

1) Estudios Basicos y Diagnostico, Departamento de Riego

- Prefectura del Departamento de Cochabamba, Diciembre 2001

2) Genero y medio a血biente en proyectos de riego

- Programa Nacional de Riego (PRONAR)

3) Dise丘o Final Proyecto Sistema de Riego ''Yungas de Vandiola'' Volumen I

- Prefectura del Departamento de Cochabamba, Junio 2002

4) Resumen Ejecutivo Proyecto de Riego.1Trasvase Yungas de Vandiola'l

- Programa Nacional de Riego (PRONAR)

5) Resumen Ejecutivo Proyecto de Riego "Murmuntani
-

Kraspicancha"

- Programa Nacional de Riego (PRONAR)

6) Resumen de las Actividades del Centro Nacional de Produccion de Semillas de

Hortalizas

- Director C.N.P.S.H, Abri1 2005

7)地形図(IGM)

･ Cocbabamba周辺地形図: 1/50,000
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6.ユンガス･デリiンデイオラ地区濯親閲発計画要請書(莱)

(本要請手は要請枚関であるコチャバンパ県と共同で作成したものである)
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FORMULAR10 DE SOLICrTUD PAR^ LA COOPEFuCION FINANCIERA

NO REEMBOLSABLE DE 3APON

(COOPERACION GENERAL)

1. Fecha de lasoh'cJ'Ltld :

2_ Pal-S SOtZ'Citante:

3_ 'riLulo de) proyccto:

4. SecloT=

5. Tz'po de proyec(Q:

Novielnbre de 2002

8ol I-Via

t=onstrucL.J'6n tle ln(rilCSLrut-Lur(I ).drd Sislema Je

liicp,o YunAaS de VJnd]'oIJ

Ag ropeyu a rio

S)-steha dc RfcLgO

6. Ulli.caci6n del proye(to:

PepafEarnelntoJProvincia= CcN=habarn ba / T7raq ue: PLJ nata

Mull icip i
o^tl gal:

Desde h cavil.al:

7. Won(o totalsolicitado:

Municipios de PunaLa 1, Tiraque

EZ
prey,ecto se lKaJi- en los mu_nicip;os de PunataAy.

Tt.raque a aproxhadamente 85 km. de Za
i-iudad-de

cbchabarnh, la mI.Smi q'ue se encuehtra a 400 km

I

aproximadamentede t^ Pall Per Anexo 1)

Construcci6n:

Equ ipa m t'ento:

Total:

I

8. AihLis{al deseado de eJ'eCuCi6n del proyeeto:

Eshldio en el lugN

Re ali2aC i6n

: 2003

: 2004-2005

31

USS n.171_062,94

USS

US$ 1 1.171.062,94



9. Fht;dad e)'c{tJlora

MinisL,crio/Ageneia
'

Persona encarg?da

Secci6n cncat&ada

DiTC<{:6zt :

No.'Lclifottq([J1- I

: PrefecLura det DepartamenLo

: Ing. Jorp.eZambrarla

Unidad de Riep,o ComuniLario

^v. I_f'tO{aJ# 984 / CochatAmba - Boll-Via

Tct(. 04-4235799

tO. PerL7f de 13 edtidAd ejccutdra

L^ PTe{eCLura.dc Cochabamba es Za insthc;6n pub[ica que. re?resenta a
podq q'emtJ:VQ

mac;onal dd depaTumehlO qIWSada de promovq ef desaTrO]To dcpaTtaTne71Iaf. qtJe P(ZLrLt-Eic3eJ

dwoI)o y adm;nistra los r'ecursos pLbficos dcpgmenlaJis. re%laLnenta Tits ah-bug..oncs

delcsadas. propcrc;oJla SqYicios y. coorJina coJl institucioncs Jet dqnaJtammlo, aSi come con

los
nive!es''ac;end.y municipal, wn )a'rma!idad de conth-buir a7 m4orwienLo

ae ]a caJ''dad de

v;da de los pob)adores de cochabzmba.

I 7. Jintecedentes de.h sol;cjlud

(1) Sihad6n acbal delsector

P situaci6n actual, en Los
sistemai punita y TJ-raqtJe,I

'ejleian
Jos siguientesmiveJes de

cor*rtura actual de rI'egO.

tB
PaJt:elas. que cucntan con accesos a todas las Euentes de agua y acceden a

dotacjones comp)eta?; no reportan deficit eh riego, en cambi? )as parcdas que tknen

riego deBci(ario m'odeJTado o' severe,
presentan probJemas de Ttndimiento en las

cosechas y son depend)'entes del regimen hFdro16gico.

En tiraque el balance entre 'volumen arnuaJ de agua cLe riegO disponible de las fuentes

de agtla entre euaS TotoTa mocha y.fas d;mandas potendalFS tnueStra qu& aPliwdo

dotaciones completas se podrJ.a abastecer 42
'%

del azta de iTduenda del.sisteTna que

akan2n a u64 ha de I,n total de2800ha y 1385 sm'os de la presaTotora Khocha.
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En 1'un.ltd, Ja 1-Ona de riep,o Liene und SUrmticJ'e neta de 4200.ha (2945 sodos)
(on

JLnfTaCStrUCLura de ricgo, sin enlbaTAO [a A)'sponibilidad
anuaf promedio de agud Pard

riego podrh abaste'er a dotacioncs deliego comptetas a uha supeTlicic de 2100 ha, A

decircI 50% dc! area de innuencia.

Catv mcncJ'OPar quC la d]'sponibiTidad de agua acLuaJ en Ja presa Totora Khocha-. 7.67.

llrn3/aao y de
eiccutarsee7 pro),e<Lo, Ja dJ.SPOm.bj[J.dad de aF,Ua en la

preia
Toto.ra

Khodla SCria de 22.7>'Hrn3/aho

Problcmas.a scr rcsueltos cn el sector

.En
(as previncias del Valfe Alto Ja prtsidn dcmografica sobre et stJefo.es notabTemente

p,Tande de 56 hah/kmi en la
provincid de Punata,.sin

eniba,go tas proyedones
de li

pob[aciQn para el vaJZe alto mueslrJn Una dis'm-nuii6n en (os centros boblados

mayores a 2000 habiLantes.

tAS Corn-eJlteS mikratoTiasrK;enteS alimentaJI
Ja

ciudad de CKhabaLTlb? y la region deL

tr6pico del chapare debido a la din&mica cmn6mJ'Ca de los tTabaJ'adores pop propia

cuenta y li micro empresa y For la capdC.'dad de cKmPaCi6n que genera
Ja eeonomfa de

lacoca_

Resolver los' probJemas de deficit de agua en laS 2:OnaS de riego de Pgnata y Tiraque,

auT71entando Ia dispom1'ilidad de a.gua en la pr6a de ToioraKhccha, ieneraTaun

incremento en la producci6n en La iona y movhien.to economico para
ta

region lo cual

tra;c''end6ep un lndice menor de,

lmigrac''dn
pop ftJenteS de

empleo a otras regiones

corno.son CochabaJnba y el Chapare.

(3) Netesidad i importancia de ne3oramiento
en el sedot que (onducen a h

fort-laci6n del proyecto.

El
proyecto 'Sistema Yungas de Vandiola, permitira solu(Sonar probleJnaS de

iJ-Eitiencia hi'dn'ca, para lograr una mayor producci6n agrDPKuaria
en el

departaLZnentO, eS.POT &ta TaZ6n que corLStituye una prioridad a rdvel nacional pot h

importancia que tiene este sector para la econonia regional, come 'ya ha sido

mencionado el porcenta)'e de areas culdvables que cuerLtan Con n'egO OPtho son

menores y en

consecu;ncia
la call.dad de v).da de los habitantes de esta region es
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afectada_ ref]e5Andoseen
]os rqueF,os porcenlaics dc fWT50naS qUe i;enen una

educacJ'6n pTimaria y Los dtLos hilt-ces de migracidn.

12. . Rehciones conel PlanNacionBl de Dcsamllo del &obieTnOyObos.facloTeS

(1) Relaci6n con el Plan Nacional dc Desarrollo

E[ plan genera) de desarTOIlo erondrnJ'CO y SOCjaZ dc la repuh)iL-a de BoLiv;a I;cne corTm

pn'or]'dades (und^menLd[t,S (,lmq'ord{ Jd
I-JJidad de vidd. SUS habitdnteS Y COn10 POJiLka

prJ'nCipaf cl p,oL.ic'mo dc [Sofit.ia I,1dnlca asrw.tos importdni& (onto Son: t^

i-OngLtuc-ci6n d(, (;i-Ck,r..s I.riot-iJ...1c5,.CttrLri(hat-i6n
_"iL,.qO

Para
-Un

Pro,itcdio dp

111.OOO ha a pequenQ, -n.edJ.ilnO ).largo pfaw, enI'e los cuaJcs se eilCUentra el pro}.KtO

yungas de Vandio)a para cf dcpartament6 de Cocha6ant'a.E] plan dep?rtamenLa! de

Th'ego, (iscalindo For ]a Unidad de Ric&o de la PTe(eCtUTa deI Departamento de

Cochabamba, tiene pJanteado una sen'e de pro5,eCtOS de'rf'egO de gran envergadura con

eT ob5eLivo pn'ncI-Pa( de herementar las areas de
riego y en conwuencia JfleJ'OTar

Ja

caJidad de vida de sus halls(anles.

I(2)
Rehciones con el Pun general secEorial/ProgaLma

EJ p.T.anDepartamSntal de Riego ep.Cochabamba:tiene como prio.n-dad la eJlemci6n de

cua'tro sistema's de n'ego imlpo..tantes pa'a.la ttgJ.dn ;omo Son: eJ lproyectdyungis' de..

vandiola, Sistema de
LkieSo

Murmuntani v K,aspJ.CanCha, Proyectp.7Q'L,I.aano;ha y Ja.

Angosttl ra.

13 0b)'e tiros (eSpeeificaTy desqibir
concretamente)

(1) ObJ'etivos/prop6sitos del Zloyecto.

IncTementar los nive]es de pr6duc(i6n agropman'a, a' trav& de una infra'6stmct1}ra

que perpita aumenta, la dispom-buidad de agua e-n la p'esa Totora Khocha, para el

n'ego de las pa,ceJas de los municipios deT]'raque y Punata. NET Anexo 2)

･(2)
Meta Ce.nera1/ObJ.etivos a median.o y hrgo plazo.

Me)'orar Ja cat.'dad de
v7'da de los campesinos que se dedican a la agricuJhlra, Jos cuaT6

forman parte del
coniunto

de personas ma5 PObres de )a
7tgi6n. OT.erAnexo 2)
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14. Contcnido dc ProyccLo Soh'ciLado (espcci(icary describir concretantenLe)

(1)a.1-En. (aso de ProyccLo de (onstrucci6n
de hsLalaciones

Las obras de[ proyecto se detaI[an a conLinuaci6n
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OBR^S DEl. PROYECrOy

Et proyccto comprende un paqueLe dc obras de ingenier(a, que rcsultan de tasetecci6n y

opt]'mizacJ'6nLicm'ca, econ6mim y soc1'a).Claborada y presentada cn cHnroTme dc

Sclecct'dn dc NleTnatI'VaS C )nrOme Ticnico det DiseRo Final. F)ichas obras son fas

st'guientcs..

･ canal de Trasvase ubicado cn liscabeceras de la cucnta Yungas dc VandI'Ola con

una Lont!hud de 7_3_t60 m, que comicn2E ta Laguna Az,ut I(hocha (cola4_046.8I

'T1_S.n.m)_Y CU)hha
cn cf ^bra de PachajKhocha (cola 3.999.$4rm..s.n.m.)-h base

dt.I canal sera' en homlig6n cI.Cldpco ),I.1SParCdes dependiL,ndo dehipo dc tcrreno

seran dc horm]'g6n tanzado park roca y mamposlen'a dc p.'cdra pirasuc]o.

･ Siele Obras de loma o captaci6n (llTpol]Iro]esas con sus TeSPeCtivos de5arenadores).

ub)'cadas en eT canal de Trasvase, que captan ]as aguas de ]a ]agdna *] Khocha y

los kios Chi]1ahuara, Machu )uskho, Yura)' Khakha. Lag.un]1!as,:Yana Chankha y.

Enahda_

･ 30 Fas-os de quebrada coMejIlla(Comas menoreS) ub]'cadas en qu.ebradas pequeiias.

･ una pequeh presa "corta p).co" (5 m.. De ar]tura)enla cabecera de la LAguna Azu]

Khbcha de homig6n c]-cI6peo.

. canat c'ub].erto'con dos lubos prenabr]-cados de hormigdn annado de d).ametro

I.300 mm. Ei una ]ongitud dt 40 9 50 metros de 7ongJ.Iud en el secto'del
Valrelde

Encdhda (?na de carcavas o deslizamientos ex]'stente's)_

･ TBne] Falso (CorteCerTado)en-una )ong1.todde 320 m (km i3'760a km 23.480)

para e1
-cruce de la divisoria de agtias, ubicado en e7 Abra de Pachaj Khocha, y a)tuTa

mixirna de corte 10 m, rnediante la conshcci6n de un lhe] de' hormiB6n armando.

A. canal cubierto con dos' tubos prefhbricados de hop].gin annado de diaTnelro

J'nteriorde I.300 mm.. en uJla longitud de 37.1 metros, en el sector dela Presa de

Pachaj Khocha.

･ Canal.de conducci6n (I5.743m. De long)'tud)entre el abra de Pacha)- Khocha hasta

el 1'ngTeSO al embalse- TolOTa Khocha (km 39+?_?_3).

･ CamirlO en una longitudde 38 km con ancho apTOXI'rnado de calzada de 3 m,

paralelo al canal, para reali2ar la constmcci6n y mantenirniento det carLal.
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･ Zanjasde coronam].cnLo cn e7 tramo de Pachj Khocha a Totora Khocha cn una

[onglr(ud dc 10.274 n1, hajanlcsdc Lan)'a5dMOrOnaCi6n ap[oxt-madamcdle cada 250

m. Con su rcspectivos ctvtes de canal o pasos sobre canal (Tot2L120).

･

'

Dos bajantes(rap1'das.)de7 canal.

･ 3

_Acueductos,
puenLes pealonates y vehicular, chimeneas o pozDS de.I'nSPeCCi6n y

olTaS Obras menores.
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a.2-En case dc stltninisLro de cquipos

No alllkab]e

b. El m6todo dc la opcrac;6n, nlantenimicnto y admim'straci6n de las instalaciones,

equipos y maLeria)c.<. y la ;ants_dadespc'ada
lee

pcrsona7 ascsurado, aclanndo su

nivcl tEcnico. Dcscriba tamt?ih el presupucsLo.necesyio isegtlTado.

t^ orma('i6n, manlcnimicnLo y administraLli6Il dc) sisLema (1L,riey.o,cLSld a art,0 de la

.tsKiaL.i6n
dL. ricF,''S dc los mum;i.ipios d'L )'Un.ata Y.nraqu'., 'q Si ;odo lo que t7cnc quc

I,c' (on
.1dnlinisLrac.'6r1,

'nanO dt. ol.ra <d(i(icadd I. St.rnica'Jj(kada p.Ira e]

manL'eniTnJ.ent6deZ sisLema esta halosu ca.rgo (V.eranexo No.6)

En [a 21Ona hepcf]'L-T'ariaexistc.n 2 asociac1'OneS de riego, I)a de Tiraque y Punata, Las

i-uafes aL.tualmen(e co,nparten f.asaBUaS de )a..p'esa de ToLota nkha, en esp ambito

estisasociaciones
LJ.enen

reglamentos y Pst;thlos.park ta
re;)izacJ.6nd; lioperact.dn }.

mantenimI'e',tO anUal de Ja J-nfraestructura
_de

'iego actuaf, en ese sen(z'do es que &

pTeVe que
la futura infraestrtlCtura de

rieAO a Ser instalada para e] meioramiento de stJ

sisteha a.e
n'ego sea igualmcnte mantenido baio Ja estnlcta. s-uperyki6ny. fi.SfaZi2aCi6nllr

pop pa7te de la
prefet.tura'.del departamento de Coehabamba.

c. RectJisos' rLnarICieros
pzLr;

la' {esti6z1.y el ma'Itenimie'iLo (despties de h eJ-CCuCi6zt

del
proiedo)

EJ detaJIe de
presupuesto pot OPerad6n y manten;miento. del sispteJT" Se deta7Ia a

contt-nuict'6n. PlerAnexo. 3).
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(2)I)cLallc dcl cosLo esLhTlado y la base de estimaci6n
de hs' hstahciones,

iJtSLalaci6n de cquipos y matcriales.

EJ prcsupucsLo de[ n10ntO final dcl proycrto Sistema de Ricp,o Yungas de Vandiola

esla claLx'rado.en base hd PrC(Sos unitarjos vigenLes.en e( pars de Bolivia pop

(-onsZp,uiente eJ rnonlo (t'naldcZ presupuesto, scrl dc(im'Jo' For la consultora

japonesa,despuds de) estudio y claborac).6n deZ diseAo (inaI
(.orrespondiente.

F.Ipr{'supucsLo AenCra[ dc las instaLaciones se detaHa a coTlt'intJari6n (Vcr.sigu!?Tlte

flap,ind).

ResLJnen del Costo Total de( 'SI'Stema de Rie90

Yungas de VindI'0[a

DeSCI!PClOn TOI2- !I-$

PrESuPUeSIO Je- PrOledO? ～i～e!COnSlmCdOn 9･061･42 1.22

SUPe～S=Orl lO･ % 9O6･112･12

trr-PreliSIOS 1 0 % (SObre eI PreSUPJeSIO rna2 Ia
921･J1 6･23

ingen=en･a y -a SUPel12S-･On)

MeJid2S Je MiIigaC2On Je InPadO 2mbienIa. 118･162･01

TOI2 I

.
11･150･288･61.
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-_LUIS
LWf{I

C Y'LL^r"UCL

cJk -JL.1' I ti6P

ten L:J5%B

cwL>=Jt,bJ nd.vL>

PRESUPUESTO GENERAL POR MODULOS

proyeclc: SISTEM^ DE RtEGO YUNG^S DE VANDIOLA

No,. MdduIJftcn1
Und.

Fee.h3: 1S-Ott.02

Tl'PO de lamb;o: T.15

UniL (SUSJ ICzlnL Parci)I (SUS_l

1: OBRAS PREuM]NARES E LNST^L^CIONES

1 : MOV(uZ^Cl6N' Y'.bE5MOV]UZ^C(ON

1NST^L^CJON DE F^EN^S

^LOJAMfENTO A pAR^ EL PROPJED^RfO Y(0 S.

^LOJAIVtJENTP 8 PJn^ EL r'ROPIETAR)0 YtO S

^uMNT^CJON
P^Ft^ EL PJ16plETJnlOYIO S

(tEFtnGERlOS P^FtA VIS(T^S.OEL rJROT} YIO S

2: MOVIMtENTO bE TJERh^s
LW.PfEZ^. OESbFtOCE Y UESI RONOUE

? ! ESC^V. COMON PNu PL^7QFOrM^ DE C^N^L

I
.

3 iEXC^J.
EN ROC^ PAR^ PL^T^rORM^ DE C^N^L

I

4 : EXC^V^C)OfJ CO'Mt)fJ P^Tt^ C^N^L

5

'

Ey.CJN^C[ON EN ROCA P^R^ C^N^L

6. EXC^V^CrON COMON P^rh TOb^s

7 :EXC^OACfON EN ROC^ T'^RA TON^S

8
I

EXC^V^C)ON COMt)～ r,^rt^ ESTRUCTURAS

9. EXC^V^C(ON EN TtOC^ P^RA ESTRUCTUR^S

10 :RELLENO COMP^CT^DO COLA MAT. DE CORTE
I

H.. RELLENO COMP^CTAOO Pd ESTRUCTUR^S

12
:
RELLENO CON MAT CL^SIFIC^DO(FILmJWTE)

t3
'

ZANJ^5 oE COROrJ^CION

14

I

^C^rtREO ^D]C10N^L

15 TtEMOCfON DE DERRUMtlE-S

16

I

GJN(ONES

t7 :GEOT.EXTTL
'

9'=-HoRMfGbN Y hNJIPOSTERi^

[10rMJGON PAR^ ESTRUCTUT1^ fCLWE 2TO(]91

I10MIGON C[CLOt>EO fCL^SE 180I38)

REVEST SOLER^ OE C^N^L ftO CO (210r)8)

4 I I10RMtGON L^NZ^DO
I

5 ! ^CERO DE REFUE1!ZO

6
I

^CERO MISCEL^NEO

I : MAMPOSTERr^ DE T>lEDlt^ CON MOrWERO
I

8 : M^MPOSTERL^ DE rlfEDR^ r:～SECO
I

9 REVEST DE C^1L^!. C()r.) t_1.^I.JflOS1 ()(I:1t[E.r)rt^

1O

'

CO()ll,UEEIT^M1: l/i.l.](:A llI.1 l (.,IJS^IJ()

l I STOP LUGS DE (.)-,'.!lr;(}H ':/.;A(:J(OS I)1' I/.^Jf:.

12 VV^rERSTOP
'

A.. bREN^JES

1.-^LC^NT^TtJLL^S uE' 1t)uO Ue lIOSO D=O6M

2 !TUBd DE f.(ORM!GON ^rMJWO D=1 0M

3 i TU8ODE rfOEIMJGON ^rMN)O L)'I 30M

A :
M^TER(AL I)E FUNO^CION CL^SE a

5 ; DRENES CON PIEL)Tl^

i:: :,

f

. rues !
I

. 1nCS

fun .

(

1 UfJ

,JT^

i"J

! n1,
I

:n1,

. Tn.

1I1,

(n,

n1-

n1,

HIT

.
n1.

nt.

TIT

..I.t7<(A
:

It1,

n1,

n1,

lnl

m.

nll

Tnl

K9

Kg

JnJ

nll

lrl.

II.I.'l

(ll

lt1

tll

tn

(n lt

lnl

n1)

ll 1.359.52

208.<54.86

517.14. 48.00

JtG2,05. gG.00
I

2.05 : 10800.00

1
_080.OO..

_i..?..!.9.;.
_.___

8Jl t'.95

･2.06

6.14

20.OO

411 050.OO

2B5.839.OD

4.64 :T. 63113.00

1<.3^ i 687O8.00

6.63. 1B7.OO

16.85;
855.OO

5.08
'

3DO.00

12.96:
750.OD

2.51

. 3.26
I

'''16.60

28 207.OO

4 80.00

100.OO

Jl.8<
10 2T3.OO

1.52.. 4G300.OO

1.97 1'5000.OO

..61.40
1 091..OO

2'81

I
.

.58].70.

･181.00

B-8_88

56.G5
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LU(S L^Z^RTE VILLARROEL
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PRESUPUESTO GENERAL POR MODULOS
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No. M6dulonLefT1

MATERIAL DE FtECU8RrMJENTO r'OROSO

7
.;
ESCOLL,^DERO DE PrEDR^S

OES^GUES PAVfMENT^DOS

8^DEN C(PfEDrLA COLOC^D^

Fetha:.t5.Oct.02

Tipo de canlbio.' 7.1S

Und. Urt;i (SL)S.I C-lot. Parciaf (iUSJ

Tolar prcsupueslo:

Son: Nu4Ye MnloflfesJ Sescnta y Sictc f'1ilCt)?trocicflloS-VcJ."(iLMO eOrl 21I10O DdhfeS ^IIte'ic>'lOS

ill

9.O67.J121.2T

rL3g 2/2



(3) trtforTnaCibJI COmPtemCnLaria de )a
solicitd

a. )nslalacioncs exisLeEtteS..

No apr)cable

b. LisLa dc eqttipos y maten.alcs cxisLenLcs

No ^pliL'able

(. sJ'luici6n dcl sitio dcJ proyccLO (;nCTtJyehdocxp'op;acI'6n)

A(Luatmente et &rca de ricgo cuenta en su ma),oT ;XLehsi6n(on los servicios thisicos, de

eleitricJ'dad,,agua potable, akantanljado, teTcfonfa. afoJ'amien(o y aZimen(ao-6n, en

cant.io )a 2:Ona de trasvase v condu(cf'6n no cuenta ni s]'quI-erai-On un Camino de at:ceso.

caminQ Cue eSta (Ontem.P7ado en cf estudt'o de diseFio final

- tnformhciones de (ondiciones nattqa)es

Desuiba conqctameJ1(el e1 (ihlo- de las izJorhao-ozies, aiio. de.prep-ataci6n,

organismo de pfeParaCi6n de dichas informaci'ones.

- Cf;ma

El area de riego presenta tJn Clima subhdmedo, teTnPlado - fiHb con lempeTatUrZr media &ual Je

II.8 DC wn maxiTnaS CXtremaS de 2-5 qC y mirtima extrema de 2 T bajo wo, precip;taci6n

hcd;a.zmua)de 506 mm de fos caudales e[ 85 % de (as 7)uyias se 'es;sl'aJ"ntre
7os meses.de

noviembTe a mat2D

-y
e) ]5 % de la precip)'tac;6np7ulial aq cnlre abd y octubrc; la htJmedad

reTativa TnedI'a anua
eS dd 64 %, Ja ye)ocidad media deJ viento es de 6..6lhy I.524 nm de

eyapotrartspiTaCion bolen,Cialah.

- Sittlaei6n de sFgttlidad

Et area de proyecto no presenta problemas de segun'dad en ningtlna tOna dd mismo,

ya que Ja parte a)ta del proyecto es inhabI.hda y
las

pikes
haJ.aS del mismo est&n

habJ'tadas For agricultores en su mayorh, ademas de mencionar Cue se cuenta con

centros policiales en cada uno de los
municipios para alguna emergencia que se pueda

sLiscitar.
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a- Cooperaci6n financicra no rc(.mboLsab]c en cJ pasado

No aplkable

15.
,

tlcneficios y e(eclos dcZ proyecLo

(]) Lu8ar quC
Se bene{icI'ar5 dcl

pTOyecLo (sie5 POSJ'ble, la superncie tambi6n).

Ef trasvase

_de
[as ap,uas de fas

i-uttdcasde Yungas de Vane;old a la represd de Tot'ora

Kho'lla PermiLfnl
Ill.n..r

I,iler'tn.I,a1.w. quit dnUdt.PeLnLe p-s sol.uLi(i2^do p,

insu(kI'CnCia de aF,Ua, r i.PrOVn.bar crJ'{iL,nL"enLp los iisLL.maS a"it..p.oqu't s''n

alimcRtad8S PO(=e-StalCPraSd. tantO en Punala comO en Tiraque-'Los nuevos {ayddfes
'a

setcaptados con ef proyccLo, Permi'tiran La dotacion para riego a un Local de 2561 tras..

hietasde tierras agrfcoJas ( 1174 ha en PunAta y 13B5 ha en Ti,ague,

(2) Pobhci6n que se bene{ieiari dcl prey.ecLo' (direcLae indire(tazneztte)

DirecLamenEe: El pro),KtO lweEic]'dra a 5000 fanii7iasen 33 'omunid.ades, 1800 Ea.mi)fas

en ef mLJnJ'Cl'PI'Ode T]'raqtJe y 3200 famiI7'ZLSen eJ municipio
de Punata.

lndiTeCtamenle: E) proyeSto ademas 'beneficiaral al cenLro pobtad'o de

Cochabamba que cu'ebfa. con.rnas de 800.000 habitantes, ya. Cue. 1a

mencio;ada rnasa bo'6)at-Zonalsob los prihcipa)es consum'.dores de los

productos agrolpecuarios, pop TnenCJ'Cnar aJgunos la papa, miJ-Z, al fa I..OtrOS,

esto debido ,al increTnentO elm la
producc1.6n agrScoI.a de la

Tegi6n, que

permI'tiri una Tna}'Or eOnleTC)-atizaci6n de Jos mencionados pTOduc(.os,

(3) Efectos sociales y e(on6micos esperados del ptoye.(to (describirconcetamente)

i SittlaCi6n ictu&l

En ]a
actualJ'dad la.agricu)tuTTa Se desarroITa en epoca atemporal Bnjcamente, esto.

debido al deficit de agua en la zo'na, esto quiere
decir

que 7as precip).tadones EIIuviales

no son suf)'cientes y ademis estas son a destJ'ernPlo, en la ma),oria de los cases. LQS

requerinlientos hLdTicos, son mayo[es a )os voltlmenes de agua con los que se cuenta, en

fa actualidad, For lo tanto, la pr9duccJ'6n agropecuaria no es ]a esperada y la.
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ap,ri'-uJturd qUC CS (a base dc fa e{-onomfa en estas rep,ioncs, 5e Ve a(Crtada nor esla

sJ'Lu.a(-i6n_

Ill.E[cctos cspe(ados del proyeclo

EJ 7WO).et-Io AaranLizara ta disponihilidad de.ap,ua par"icRrL I,n ld I,reSa de ToLora

Khocha en 22_77 Hms, tnnef1'Ciando a mas de 33 comunidadc5. ra5 {LLaJes tlevaran su

i-afJ.daddt"ida, d;i".doal aumenLo cn Ja
produt-i.i6'HRrOPeCUJ,iJe1.nP,Pesos Pe-.rCipila

pJra mdS Lie 500d (amirTaS

･ 16. ]{clac)'oncs cozl h coopeTaCidn t6cLli(a, ck.

(1) F.sttJdio dc (acLJ-bllidad

Se red(f2:0 ef esLtJdJ.0de FatLitnlJ'ddd Econdrniqa dd Pro),ecto Yun&h5 de VaJldioFa en ef

ben'odoDkicrrTbre 20O1 - &h,Lwe deJ 2000 y se 'eafizo et DJ-Seho F)'naJ dd pm}.ecLo en

eJ 'pcr)'odo K(ubre 2001 a 1'unio de 2002_

(2) CoopcTaCi6n T%cnica

Cual de las siguientes form?s de asisLencja req?iere tJStedcs

1) Cooperaci6n tecnjca tipo proyecto : nd

2) Envio deexpertos a corto pta21O ( / ) PerSOnaLS

3) Envfo deexpertos a largo pla2:O ( / ) personas

4) ErN1'OdeJm ( / ) personas

5) Fomaci6n tecnica
enJap6n ( / ) per;ohas

Actualmente en maICha ;

Titu)o de1.proyecto :

Periodo

44



17. Solieitud hcch a otros p.i5ics donanLcs para cJ p,oyccto (no
aph.cable)

(No ^plicabJe)

18. ^sisLcncia bTindada pot teTCCrOS Paises
u Qrganismos inlcTnaCJ'Onalcs en esLe sc(tor o

scctorcs relacionados.

(No ^plicabJe)

19. OL'as info'rm3Ciones (on comenla,;os parLicuhres Ls; ckistc h. poliLicl_ de

ln't,ati2laC7'671, dcs(riba stJ rClaci6n (on csle proycc(o)

(No ApLicable)
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